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令和３年度

土木部の基本方針
　新たにスタートする「長崎県総合計画チェンジ＆チャレンジ
2025」の基本理念のもと、本県の課題である「人口減少」、「県民所得
の低迷」、「頻発化・激甚化する自然災害」を克服し、持続可能な活力
ある地域を形成するため、県内産業や暮らしを下支えする基盤の整
備、充実を図るとともに、災害に強い強靭な県土づくりを推進しま
す。
　特に県政の最重要課題である人口減少対策として、「交通ネット
ワークの形成」、「防災・減災対策」、「インフラの老朽化対策」、「建設
業における担い手の確保・育成」を重点的に推進します。

２　頻発化・激甚化する地震・大雨・台風・高潮などから県民の生命
と財産を守るため、自然災害に備えた施設整備や防災情報の高度化
・共有体制の構築など、ハード・ソフト一体となった防災・減災対
策を推進します。

３　将来にわたって必要なインフラの機能を発揮し続けるため、維持
管理計画に基づき計画的で適切な維持管理・更新を図り、戦略的な
インフラ老朽化対策を推進します。

４　建設従事者の高齢化、若手入職者の減少に伴う担い手不足を解消
するため、建設業の魅力発信や就労環境・処遇の改善につながる働
き方改革、生産性向上などの取組を強化し、地域の守り手である建
設業の担い手確保・育成を推進します。

１　交流人口の拡大や地域・産業の活性化のため、交通ネットワーク
の形成や個性あるまちづくりなど、生活・産業基盤の整備を推進し
ます。




